
R・s・archR・portN。

II.平成2.2年度活働報告

2.センターとしての取り組み

-みえ産学官研究交流フ才一ラム2010

-三重大学尭産学官連撰セミナー in伊賀 2010

-第2回三置大学発産学官連携セミナー in伊賀 2010 平
成
包
年
度
活
動
報
告

-第4回三重大学先端研究シンポジウム

-行事報告

-出版物

-三重ティーエルオーからの報告
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行事報告

出展行事

社会連携研究センターは、各地で行われるさまざまな展示発表会に積極的に出展・参加し、三重大学の新た
な研究シーズを紹介しています。

産学官連携による行事

社会連携研究センターは産学官連携による、さまざまなイベントを企画・実施しています。

日　時 名　称

平成22年 ６月５日 科学・技術フェスタin京都

６月30～７月２日 第９回 国際バイオEXPO

７月８，９日 東海３大学 新技術説明会

９月７～10日 フードテック2010－国際食品産業展2010大阪

９月29日～10月１日 イノベーション・ジャパン2009

９月29日～10月１日 BioJapan2010

10月19日 第２回東海地区「 大学発ベンチャーカンファレンス」

11月15日 第３回東海ニューテクノフォーラム

11月25～27日 アグリビジネス創出フェア2010

平成23年 ３月２日～４日 FC EXPO2011

日　時 名　称 主　催

2010／６／13 グルメディカルツアー
〈脂肪肝と糖代謝セミナー＆治療食ランチツアー〉

消化器肝臓内科／管理
栄養室

2010／７／29 2010年度 第１回 地域資源活用研究会 みえメディカル研究会

2010／８／６ 第３回ＢＤＦセミナー 三重大学伊賀研究拠
点・伊賀市

2010／９／１ メディカルバレーフォーラム
～健康と運動～　

三重県、三重大学、三
重ＴＬＯ、みえメディ
カルバレー推進代表者
会議

2010／９／４ 鳥羽市文化フォーラム2010 三重大学、鳥羽市、海
の博物館

2010／９／10 第１回三重大・岡三シンポジウム 三重大学、岡三証券グ
ループ

2010／９／17 第３回環境健康学研究会 みえメディカル研究会
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出版物

日　時 名　称 主　催

2010／9／22 物産シンポジウム
｢三重の物産のブランド顕在化を考える｣

三重大学社会連携研究
センター

2010／10／26
物産シンポジウム２
「日本縦断ブランドの融合～北海道・津・沖縄」
開催のご案内

三重大学社会連携研究
センター

2010／11／12 2011／１／28 Mip特許塾 三重大学知的財産統括
室

2010／11／17 2010／12／15 志摩市文化フォーラム2010～里海に生き、里海に学ぶ～ 三重大学、志摩市

2010／12／4 2010／12／５ 第11回ウェルネスの旅（神島・答志島） いとしの旅舎

2010／12／4 三重県・三重大学連携新博物館シンポジウム 三重県、三重大学

2010／12／20 「イノベータ養成のためのサンドイッチ教育
（三重大学）」第一回ワークショップ

三重大学社会連携研究
センター地域イノベー
タ養成室

2011／2／7 新春産学官連携講演・交流会 三重大学、三重TLO

2011／3／4 バイオディーゼル燃料『第４回BDFセミナー』 三重大学伊賀研究拠
点・伊賀市

2011／3／18 名古屋駅前イノベーションハブ　オフィス移転
一周年記念講演会

名古屋駅前イノベー
ションハブ運営協議会

2011／2／３－４ バイオクラスター交流会in三重 三重県、三重大学、三
重TLO

出版物名 発行時期 発行部数

キャンパスインキュベータ　パンフレット 平成22年５月 500

三重大学産学官民連携マガジン「Yui-結-」vol. ５ 平成22年６月 10,000

三重大学産学官民連携マガジン「Yui-結-」vol. ６ 平成22年11月 10,000

三重大学産学官民連携マガジン「Yui-結-」vol. ７ 平成23年３月 10,600

社会連携研究センター　研究報告No.18 平成22年12月 600
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三重大学産学官民連携マガジン「Ｙｕｉ-結-」について
当センターでは、平成20年５月より産学官民連携マガジン「Ｙｕｉ-結-」を創刊いたしました。
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対 談

西村（以下、西）：地域おこしで、これ
から一番重要になってくるのは、より
どころになる精神的な軸だと思いま
す。この町の象徴的なものが必要で、
その１つはおそらく藤堂高虎です。
彼の町づくりの発想をもう1回振り返
りたいと思います。この町はとても
良い町なのですが、住んでいる人達
はあまり気づいていないのです。も
う１度きちんと歴史を理解して、津の
持つ潜在的な価値をしっかり認識さ
せることで、実働的な活動を効果の
あるものにしていける気がします。
　今日は大門のにぎわいをどうやっ
てもう１回取り戻すかというテーマ
で、皆さんにお集まりいただきまし
た。宮武さんは元津市職員で、現在
はセンターパレスを１つの軸にした
地域、地区の活性化に取り組んでい
らっしゃいます。そして、藤田先生、
児玉先生には、三重大学が地域の大
学として示すべき方向性について、
それぞれのお立場からご意見をお聞
きしたいと思います。
藤田（以下、藤）：藤堂高虎とは不思
議なご縁がありまして、私は愛媛県
の出身で三重大学で就職したのです
が、高虎も津に来る前は伊予（今の愛
媛県）にいました。高虎が津の町づく
りをして今年でちょうど400年とい
うことで、このテーマはよい節目に
なるのではないかと思います。現在、
江戸時代の津城の設計図（三重県所
蔵「作事覚」）が発見され、私達の研
究メンバーで解読作業が終わりまし

た。お城の復元についても、やろう
と思えば完全にできる状況です。町
の歴史的な変遷についても、収集可
能な絵図はほとんど集めて解析もか
なり進んでいて、城下町についても
ある程度復元可能です。津市教育委
員会による2008年の発掘で、津城の
大手門周辺の堀端が出てきましたの
で、そのような発掘の状況からみて
も、高虎の町づくりを改めて考える
時期が来たと思っています。
　今日をひとつのきっかけにして、
歴史と共生する文化的な町づくり、
町おこしを三重大学全体として、あ
るいはセンターパレスの宮武さんを
はじめとする市民の有志の方々と一
緒にやっていけたら幸せですし、こ
れも高虎さんのお導きかなと思いま
すね。
　昨年４月に「三重大学歴史都市研
究センター」（三重大学HP内のリ
サーチセンター紹介サイトをご覧下
さい）を立ち上げ、津の町の歴史的資
産をどのように現代に活用していく
のかという視点から、三重県内の第
一線の研究者と一緒に研究をしてい
ます。私達の研究室で藤堂藩関係の
遺物・資料の整理をして、それを公
開していくことを今、考えつつある
状況です。戦後昭和24年の開学以
来、三重大学が取り組んできた地域
貢献の成果を市民の皆さんに公開す
る時期が来ていると思います。三重
大学は、津城内にあった藩校「有造
館」（1820年開学）を基礎にしてい

て、明治時代には「三重師範有造学
校」として県庁と旧藩校内で同居し
ていました。その後、今の市役所の
位置に昭和40年代までありました。
三重大学は、三重大学は、有造館時
代から含めると、丸の内キャンパ
スで文化・学問の中心機能を果た
していた歴史のほうが、現在の上浜
キャンパス時代より長いのです。
西：ここが学問の中心でもあり、行
政の中心でもあったわけですか。
藤：江戸時代はそうです。藩校とい
うのは普通、文系中心なのですが、
有造館は文理両方があり、全国的に
有名でした。藩の歴史編纂事業のレ
ベルも非常に高く、版行した『資治通
鑑』（中国北宋の司馬光が、1065年
の英宗の詔により編纂した編年体の
歴史書）は有名で、全国の各藩校で教
科書でも使われています。天文・算
術、医学も強く、総合大学的な規模
でやっていて、学問・文化というも
のをトータルで意識した藩だったと
思います。
児玉（以下、児）：ほかの藩と比べる
とどうだったのですか。
藤： 研究者の中には、「東の講道館、
西の有造館」といっている方もあり
ますね。

児： それはいいですね。
藤： 嬉しいですけれど、ちょっとそ
れは言いすぎかなと思いますが、か
なり有力な藩校のひとつであったこ
とは間違いありません。
宮武（以下、宮）：私も津センターパ
レスでにぎわい創出のためのソフ
ト事業を行う中で、どうやって津の
価値を出していくかを考えています
が、藤堂高虎の造り上げた町ととも
に江戸時代の後期、藩校有造館は素
晴らしいですね。３代目の督学（今
の校長）斎藤拙堂の時に12人の留学
生を長崎へ送っています。その中に
は化学から写真を研究した堀江鍬
次郎や、測量を学んだ柳

やなぎならよし

楢悦がいま
したね。また、堀江は殿様から当時
のお金で150両もの大金で写真機を
買ってもらっていますね。すごい金
額です。そういうところを見ても非
常に日本の先端の人材育成を行って
いました。その人たちが日本の次の
時代作りに活躍したわけです。有造
館が現在の津高や三重大学の前身と
なったところを見ると、藤堂さんの
町のハードと有造館のソフトが津ら
しさの原点と思います。現在津セン
ターパレスで西村先生と、高校生対
象のセミナーを開いていますが、こ
こはそういう人を育成していく場に
適していると思っています。
藤：坂本竜馬を撮った上野彦馬も、
有造館でしばらく教えていました
ね。猪飼敬所をはじめ有造館の教授
陣は全国的に有名な学者が多く、人
材育成を意識したすぐれた人脈が
あったと思います。

西： それが今の津市には繋がってき
ていないような感じがします。その
頃の津の城下にはどのくらいの人々
が住んでいて、どういう町だったの
ですか。そういうこととの関連性が
出てくるのかと思いまして。そうい
う資料は残っていますか。
藤：高虎時代から始まって幕末に至
るまでの津城下町絵図がかなり残っ
ています。江戸時代の町というのは
全くの人工的な都市でした。しかも
電気やエンジンもない時代に人間
が考えられる最高のエコシステムで
す。ヒューマンスケールに合った、
人間が歩いて行ける範囲で全てがま
かなえる町で、考えぬいてつくられ
た最も合理的な人工都市です。江戸
時代は、中世、戦国時代とは違い、城
と町が一体となっています。それ以
前は要塞を作ればよくて、城と町は
関係なかった。高虎は、地域経済の
中核になるような流通を考えた町づ
くりを積極的に導入した第一人者で
す。高虎の優れた点は、軍事機能も
第一級でありながら、人や物が最も
集まりやすく通過しやすい環境を整
えたとところです。高虎が作った城
下町は道幅が広く、まっすぐで碁盤
の目のような面を作ってあるのです
よ。しかも通過するだけでなく、遊
び心であっちこっち寄るような発想
もあって立体感のある町づくりを心
がけています。同時代の大名がつ
くった町は遠見がきかないT字路で、
行ったら必ず曲がらないといけない
ような軍事戦略上つくった町が多
い。ところが、高虎のつくった町は

真っすぐ向こうが見えるのです。高
虎が関与したところはみんなそうで
す。江戸城もそのひとつで、江戸時
代の基本的な城はほとんど彼が設計
しています。人が住む、人とモノが
通過してお金が落ちるということを
本格的に考えた武将の第一人者だと
思います。高虎は近江生まれなので、
近江商人的な発想があるのではな
いかと思いますが、彼を慕う人達が
津に集まって伊勢商人になっていく
のです。流通や商業、物づくりの要
素を本格的に導入したという意味で
は、津城下町は、私の見るところで
はかなり完成度の高い町のひとつで
すね。
児：伊勢商人（近江商人）の教養レ
ベルの高さ、つまり、この地域全体
が非常に教養、文化度の高いところ
だったからこそ、有造館のようなも
のも出てきたのか、それともあまり
関わりはないのでしょうか。
藤：伊勢商人というのは一般的には
松阪が中心と思われていますが、津
も伊勢商人の一つの根拠地ですね。
松阪の三井は蒲生氏郷が連れてきま
したが、高虎は伊予から商人を呼ん
できて伊予町をつくっています。も
ちろん彼は、伊勢の商人を誘致して
自由に活躍できるような町づくりを
しています。大門商店街の町並み、
町割りを作ったのも高虎ですし、要
するに高虎の城下町というのは、高
虎の時期の城下町図の、（城下絵図を
みながら）ここに今の大門商店街と観
音さんがあって、４筋の街路があり、
商店街も3地区に分かれていて高町

大門商店街の活性化
藤堂高虎に学ぶ

藤堂高虎の町づくりの発想の中から、現代の町づくりに生かせるヒン
トを探るべく、さまざまな方面から地域活性化に取り組む４人の方々
に、大門商店街の活性化について、それぞれ語っていただきました。

寛永期写津城下絵図（津市蔵）

教授　西村 訓弘教授　児玉 克哉教授　藤田 達生 代表取締役専務　宮武 新次郎氏

大学院医学系研究科
トランスレーショナル医科学人文学部 文化学科 環境文化研究 社会学

教育学部 社会科教育講座
歴史学 日本史　 株式会社 津センターパレス

6 7

10 11

R

e

c

i

p

eおいしく節電、
三重大学発 節電レシピ

エネルギーの使い方を見直したい今年の夏。電気やガスをあまり使わない「節電料理」を作ってみませんか。
真っ赤なトマトを使った、夏にぴったりのおいしいレシピをご紹介します。

高糖度トマ
トを

使った

材料（2人前）
●そば 140ｇ　●ミニトマト（くし切り） 10個
●大葉（千切り） 4枚
●めんつゆ（ストレート） 150ml
●エクストラ・バージン・オリーブオイル 小さじ2

●中玉トマト（湯むき） ２個
●水 500cc　●塩 大さじ1
●生姜（スライス）1片

①そばをゆで、冷水にさらし水気を切る。
②めんつゆとオリーブオイル、トマトを混ぜる。
③そばを器に盛り、②をかけ、大葉をのせる。

●塩漬けトマト1/2（スライス）
●オリーブオイル 適量
●にんにくチップ  2～3枚

　松阪市でレストラン＆バー「vivo（ヴィーヴォ）」を営む、
シェフの藤川瑛二さんは、三重県立相可高校食物調理科
の卒業生。小学生のとき、母親に教えてもらった「だし巻
き玉子」を上手に作れたことが料理に興味をもつきっか
けでした。その後、全国料理コンクールの入賞常連校と
して名を馳せていた相可高校に入学し、村林新吾先生が
顧問をつとめる「調理クラブ」に所属します。1年生のと
きに、現在の高校生レストランの前身となる初代「まごの
店」が開店し、そこで実際に経験を積んでいきます。当時
のメニューは、とろろ麺、とうふ田楽、だし巻き玉子。店で
「高校生やのに、すごいなあ」とお客さんに声をかけら
れ、もっとおいしい料理を作れるようにがんばろうと思っ
たそうです。
　卒業後は、東京のバーでバーテンダーとして働きなが

ら、酒について学んだ藤川さん。料理の基礎はもちろん、丁

寧な仕事をすることの大事さなど、高校3年間で学んだこ

とは社会に出てからも大きく役立っているといいます。

　３年前、高校時代からの夢だった自分の店をオープン。忙

しく過ぎていく日々のなかでも初心を忘れず、より良い店

にしていけるよう努力を続けています。村林先生や高校の

同級生とは今でも交流があり、店を訪れた同級生に料理の

相談に乗ってもらうこともあるそうですが、「村林先生には

緊張して聞けないんです（笑）」。

　最後に、自分の進むべき道に迷っている若者に向けて、

「自分の興味のあることや得意なことをなんでも試してみ

て、ゆっくり自分の目指す道を探してください」とメッセー

ジをくれました。

株式会社浅井農園
〒514-2221
三重県津市高野尾町4951
http://www.midori-en.net/

レストラン＆バー ヴィーヴォ
Restaurant & Bar vivo
〒515-0044 三重県松阪市久保町502-55
月・火・木 17：00～24：00（LO23：00）
金・土・日 17：00～翌2：00（LO1：00）　定休日 水曜日
Tel&Fax 0598-29-1339　http://www7b.biglobe.ne.jp/̃vivo-510/ 

三重大学地域イノベーション学研究科でトマトの研究に取り組む、浅井農園の浅井さんにお話を伺いました。
三重大学で研究されている、甘くておいしいトマト！

レシピ考案は、高校生レストランOBの若きオーナーシェフ！

冷
や
し
ト
マ
ト
そ
ば 

冷
や
し
ト
マ
ト
そ
ば 

なぜトマトに注目したのですか。
トマトはあまり好きではなかったのですが、４年前に
研修先の農場で食べさせてもらったトマトの味が濃
くおいしかったので、これだ！と思いました。
大学では何を研究していますか。
トマトのおいしさを研究しています。糖や有機酸、アミ
ノ酸等の比率の違いがおいしさの決め手になるので
す。このトマトのおいしさの根拠については良い結果
が出ています。品種改良も進めています。

Q
A

Q
A

どうしたらおいしいトマトが作れるのですか。
水を少なくして育てると濃い味のトマトができます。し
かし、収穫量が半分になってしまうので、水を減らさな
くてもおいしくなる品種が開発できないかと考えてい
ます。
トマト栽培の難しさはどういうところですか。
同じように育てても、品質が均一になりにくいところで
す。そのため、経験の少ない若手でも作れるように、良い
ときと悪いときのデータを分析して、コンピュータで制
御できるようにしています。
これからの夢を教えてください。
昔のトマトはもっと味が濃かったですよね。味の濃い、甘
さと酸味が感じられるおいしいト
マトを作りたいです。

Q
A

Q
A

Q
A

甘いトマトだからこそ、
あえて塩漬けに

トマトの塩漬け 塩漬けトマトのカプレーゼ 塩漬けトマトのカルパッチョ

材　

料

作
り
方

作
り
方

作
り
方

材
料（
1
人
前
）

●塩漬けトマト 1/2（スライス）
●モッツアレラチーズ 1/2
●オリーブオイル 適量

作
り
方

材
料（
1
人
前
）

トマトとモッツアレラチーズを交互
にならべ、オリーブオイルをかける。

水に塩をとかし、生姜を入れ、トマト
を半日～３日程漬ける。

トマトにオリーブオイルをかけ、にん
にくチップをのせる。

さ
ら

に
こ

ん
な

も
の
も
！！

18 19



─ 196 ─



平
成
22
年
度 

活
動
報
告

─ 197 ─

���� ��� �	
��
������������

�� ������ �

� �� ����	
�� 
��� � � ���� �� 
��� � � � �� ��

� �� � ������
�� �!�"#$%&'

��( �)*+, 
��� -./�01234

5"#6�789�:;<=>�)+?@ABCD'EF�GHIJ+KL�M$$NOP8Q

<RS8N�TUV+� WX��
X��� .YZ:;[�=�

>�\]^N��6��_`+ab*cd[NUVef'+Dg'$hij);*8klm5

noY0*pN�m��$qr0s�tt9nuv*<=�

_w�

x�yz_w
��X�{� |.�}~�������$��0�\��5�n��M9:N_w$�$

�t*9nyz_w+wy��8M""�#�N��)8�pN�"*<0K���[;[

�=����8""�#�Ny�\�E<oY+ ����� $¡¢8MZ:NF�qr

\£&<n¤¥Y¦§5�;<=�

¨�©�"#$F�GH_w
{Xª�� |.�}«¬©�Y$­A® ¯°d±²R³ �����

 $�´$GHµ,_w*N¶�·l*<=�

¸�¹º»¼½¾¿_w
�XW{
 |.�}ÀÁÂºÃ���Ä� +�p�pÅ�[5�;<0N

©�$ÆÇÀÁJ$K�ZÈ*N¶�)R:, ��� -.K*[�=o$É$_w�ÊMË�

)OÌ$ÍÎ*<=�

Ï�ÐÑBC¿Ò�_w}� ÓÔÕÖ ��×�ÄØÙ�ÚF�
ÛÜÂØ¾��ÝÒ�Þ¹ßà�á�

8Ò<nâ�"#GwBCz �ã-NÓÔÕÖ ä%' �� ã-.
åæ�	ç$èVéæç\êë�

\Ê§5_w+ �(X��� |.YZ:;[�=ì4Oí+ÐÑBCmîï8ðSñòz¿Y[5

$_w*<=�

ó�ôõ¿"#$F�GH_w

�X�
� |.�}l§ö÷¾ø¼BCyùúûüýþ��)�F�N

ZÈ��I$F�\«¬����õ"#GH[;[�=� � �

��â��ôõ	$¯°¡
²R³�_w
�X�WW |.�}â�$¯°¡
�B�N©�
BC��

$��¡
ZÈ$ðS_w²R³�_w
�_[�BCy�¯°��y	$êÊz��X��{ |

.�èVéæç$��í_V\êë��ZÈ*<=�

`Æ�

���Iz
��XW�W |.�}
�+����ù��� -./N���>ù, �X��� -.*<=Z²�¤

$ �÷¾!�"�
#$þ%Øà¹�NÀÁ&'(Ú)º*��+�"#+,345�;

<$*�Iz$éî\[5²:;-.=�

/�©�	$¹º»¼½¾¿01z
�X(�� |.�}01z$�Ê+23%$�4$�t*<=�

5�©��6��BC7	$BCz¿01

�X
�( |.�}23%\�8[5©�¿80134�¥


9:BCzN�;��*<=o4Y+<8N23%0=>[5?@8©�8â�¿0`A

L�ÐÑBCzENâ�"#©�	$B�CD'+N, 
� ã-.8Z:;<=23%EmFN

«¬©�$ÐÑBCIJ
À8GHâ�Y$�+i�[;[�0No$IJh�+KLM8

ZL5�;<=�NN��)+©�6�$¯°¡
8R:NOPÊQ$RST$îüENÀ

Á$ÆÇZÈ ����$&U+N�p�pV;45²:;<=�

W�X�z
�(X��W |.�}YZM$+NZz['z �X��� |.N\]^z 
X��
 |.Ny_z��



─ 198 ─

�yY`z�ZÈ��X��( |.*<=�

Oî$aUN_wbc
(�X{�� |.�"#`Æbc
�(X
ªW |.�\�p;[5Nåæ�	ç

$èVéæç8Q[;<RS8N�TUV+NWX��
 |.YZ:;[�=�

�

� � � � � � � � � � � � � � � � èVåæç�



��� � � � � �d
��� � � � �� ��ef}.��

gh��èV�

� �yz_w� � � � � � � � ��X�{�X����

� � F�GH_w
©�Ò���{Xª��X
���

� � ¹º»¼½¾¿_w��������XW{
X�{W�

� � ÐÑBC¿Ò�_w�������(X��
X����

� � F�GH_w
iÐôõ�
�X�
�XW���

� � ¯°¡
�¿_w����������X��
Xª
W�

����jî�ké� � � � � � � ��X(ª�Xª(��

� Iljzm³�nñòz� � �(X
ªªX(���

�������� ���UV� � � � o��X(��X{�W�

ph��íèV�

� ���í_V�

� � ä%'_w� � � � � � ���X���X����

�����_w� � � � � � � � � �X��(XªW
�

� � ��í_Vké�� � � � ��X��(XªW
�

��TUV� � � � � � �� � � WX��
X����

�q�¶>�rUV� ��� � � �WX��
X����

�s�q�tuq¿��� � � � �
X{(�Xª���

�>�rUV�� � � �� �� � ��(X(W�X����

�

�

	
��
���������� � �� ������


vwÖ $xy
xy vwÖ�}
��
 � � � �( �� z¤{�©|N�� �©|��

�h}~$uv�

� �����<n}~bJ�ª���}� �
����}~bJ� 
(�}� ���}YJ� �ª���

Ih���$uv�

� T�ñò� ��
������N �÷¾!�"���
� � ��´�
�ù� ��´���ù� ��

´���N���´����NF´ä%� ��
��á"º����

hh���m³�:��

� ������ �����N���y�� ����N���� ����N���� ���N�

� ���� �î��N���� � ¡UN���� ¢£rN�:�� ¤¥¦§N�:�� �G¨�

�

�� ���� !�"#$�%&'$���

�}#$þ%©��F�EÆ©��BCª�F�zä%'
#$þ%��×�ÄØÙ�Ú� 

«¬­®¯$°±²³´µ\©¶<n°±·�Þ¹�Ü$©��BC 
̧¹I�dII� 

�}l§ö÷¾ø¼BCy$º�
«¬�»¼½¾¤¿H� 

� � l§BC[&À¹�$º�
«¬�ÁÂÃQ¤¿H� 

üNÃQy_ÄNÃQy"#$9:F�¿$GH� ÅI 

l§ ��BC[&ØÆ�ÂÇ©�¿�yF´È 

 

(
)*+,-./0123��

«¬23%0xy23%Y[5yÉ34�N¹�6�OÌ$«¬©�$�
ÀÁÆÇuv+NÊ

�8Q<':*<= 



平
成
22
年
度 

活
動
報
告

─ 199 ─

Ë&�Ì�)OÌ+ÍÉ[5ÎÏIOî$ÀÁÆÇIJ\ÐÑ[5²:;<= 

¹II�)$¥�<ÀÁÆÇuv+ÊI8Q<':*9:;<0NÒÓ¥�YÔ�ÕÖÒ�$À

ÁÆÇ×ØZ34;[�= 

;�NÀÁÆÇIJ$,I/h+â�Y$ÐÑÆÇ*9:;[�= 

Ë&II�;*$¯°d±$ÙkIJ\Êh8Q[;[�0N¹II�e�)*+N©ÚÁÛI

J0�INÜUÝÞIJ+hI*9:;[�=;�N23%0¹I��)8â�"#ß�¹º»

~½�_w$bc+N\zqàl*,IÏá-.8â;:;[�= 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4� 5$��

x«¬23%[&y$ª` 

¨«¬23%¯°���ÂÜy�$�� 

¸«¬©�V$ãä�â�$�Vå�`æ�  

�G¤Ô�Ä¼�ÞYç1â�kÑâ�èéy
«¬©�©�êQ�BC{NG¤Ô�Y$Ð`� 

�«ã�ëì�)í in� «¬©� 
̧6��Vîïç1ðñâ�¿$kÑèéy� 

 

Ê�hË&�6�OÌ$ÀÁÆÇuv ÊIhË&II�)¥�<ÆÇuv

ÊhhË&II�);*$¯°d±uv

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ê�hË&�6�OÌ$ÀÁÆÇuv ÊIhË&II�)¥�<ÆÇuv

ÊhhË&II�);*$¯°d±uv



─ 200 ─

Ïì$ò 

� � l§ ��BC[&ØÆ�ÂÇ 2010
«¬~�÷¾�Ä �ó*ª`�Æó 

� �  

�  


�	}ôõN� � 


